
単位：トン

家庭系(Ａ) 事業系(Ｂ) 家庭系(Ｄ) 事業系(Ｅ)

4月 1,144.7 130.1 1,274.8 1,063.2 83.5 1,146.7 △ 128.1 △ 10.05%

5月 1,227.5 128.0 1,355.5 1,184.1 64.6 1,248.7 △ 106.8 △ 7.88%

6月 1,224.3 131.0 1,355.3 1,237.7 65.1 1,302.8 △ 52.5 △ 3.87%

7月 1,257.0 131.1 1,388.1 1,233.4 62.7 1,296.1 △ 92.0 △ 6.63%

8月 1,117.9 108.1 1,226.0 1,097.2 59.1 1,156.3 △ 69.7 △ 5.68%

9月 1,177.4 97.8 1,275.2

10月 1,188.8 99.6 1,288.4

11月 1,092.8 96.1 1,188.9

12月 1,272.4 87.1 1,359.5

1月 1,061.6 69.4 1,131.0

2月 921.7 68.8 990.5

3月 1,126.6 92.6 1,219.2

合  計 13,812.7 1,239.7 15,052.3 5,815.6 335.0 6,150.6 △ 449.1 △ 6.80%

項　　目

平成21年度

燃やすごみの処理量の昨年度との月別の比較について

平成22年度

比較増減量
（Ｇ＝Ｆ－Ｃ）

比較増減率
　　　　　　合　計(Ｃ＝Ａ+Ｂ) 　　　　　合　計（Ｆ＝Ｄ＋Ｅ）

平 成 ２ ２ 年 第 ３ 回 定 例 会

(ごみ処理施設建設等調査特別委員会)

調 査 資 料

平成２２年９月１４日

環境部ごみ処理施設担当



平 成 ２ ２ 年 ９ 月 １ ４ 日
環境部ごみ処理施設担当

単位：ｔ

支援先 処理委託期間
処理委託料

(円/t)
支　援　量

（搬入上限）
搬　入　量
（見　込）

8月31日までの
搬入量(実績)

備　考（構成市等）

多摩川衛生組合（第2ブロック）
 平成22年4月1日～
 平成23年3月31日

48,000 8,000 8,000 1,425
稲城市・狛江市・府中市・
国立市

昭島市（第1ブロック）
 平成22年4月1日～
 平成23年3月31日

48,000 2,000 2,000 1,411

八王子市（第1ブロック）
 平成22年4月1日～
 平成22年5月31日

40,000 2,000 1,506 1,506 搬入終了

1,200 712 712 搬入終了（緊急支援分）

2,250 2,250 761

15,450 14,468 5,815合　計

平 成 ２ ２ 年 第 ３ 回 定 例 会
(ごみ処理施設建設等調査特別委員会)
調 査 資 料

平成２２年度　可燃ごみ処理の支援状況について

日野市（第1ブロック）
 平成22年6月1日～
 平成23年3月31日

45,000



第 2回 小金井市廃 棄物減量 等推進審議 会 資右 日
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ごみ減量への取 り組み

小金井市環境部ごみ対策課

小金幹市につllて
緑豊かな住環境

3つ の都立公園、玉川上水、野川などの自然環境があります。
また、土地利用の8割 が住宅地区となり、住宅地と公園が隣接しています。

い金帯市について

11.33k甫 (東西4,lkm、 南北4.Ok m)

55,316世帯
(平成22年 4月 1日 現在 )

114,251ノ(

荷を取il巻く状況について

① 可 縮ごみの処理施設



市を取l,巻く状況について

② 広域支援
小金井市の可燃ごみは平成 19年 4月 以降、多摩地域の市
・町 '一部事務組合のご協力により処理をしていただいて
います。      l       Ⅲ  …   Ⅲ

三田市

|

!脚盟制

荷を験l〕巻く状況について
③ 新 ごみ処理施設の建設について2

市を取l,巻く状況について
③ 新 ごみ処理施設の建設について1

市を験I】巻く状況について
③ 新 ごみ処理施設の建設について3
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市を取1,巻く状況について
③ 新 ごみ処理施設の建設について4

tttR22筆車1:1章:i革主苺窮主鱗 軍車革|キ::革革章i士主13
|キ1離を芝準跡革革==1積搭苗基描1彗あ1駆|まiti車事事1霧喜ホ

辞ギ軍華軍:書1調鵠難躍饗鞘認i,

市を取1,巻く状況について
④ 埋 め立て処分堪について
多摩地域25市 1町 の焼却灰や不燃ごみの埋立処分を

行っている日の出町エツ塚廃棄物処分場が、21年 度末
までに全体の約44%に 相当する量が埋め立てられてい
ます。
処分場延命のため、焼却灰をエコセメン トとして再利

用する事業が 18年 度から実施されています。

市を取ll巻く状況について

⑤ 平 成18年  ご み非常事館を三言
市報 'HPな どによる広報活動、市内各所で説

明会、駅頭でのキャンペーンなどを通 じて市民の
管さんにごみの減量を訴えています。
(宣言は現在 も継続中です)

ごみ量年度別推移 篭艶
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艦やすご掛腕押処理量
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ごみ減量 口資源イヒ施策

ごみ減量 口資源化稲策

平成19年4月十家庭から排出される苛燃系組夫ごみめ資源化開始|

1'野崩機器躍1翻弊雅鶏躍野難!&。
!キ!注ij年6声11=薬訴ふさ排出される五走積の上蔀室掠化を高始|
■■従来は焼却処理されていた11車業所(ンル' Tヽ本 材センタニ)から

‐

1蝶稗報軽鍮韻 ‐|'7ドlf甲IT予1晋T

=   置 録罪義麟 tぜ確溝勝どここ揺品
へのごみ搬入量を減らしました。(同10月から全市域)

ン

‐６

4

ごみ減量 ・資源化施策
平成17年4月十戸別収集の実施■■|■■■■■|li■1■!||‐

|ず協最提甚匿習塩紡窮雪挺世早予411‐輝4-弔烈坪守:‐甲!111
平成17年8月‐家庭ごみの一部有料化実施■■|■■||‐■ ・||・ |
|十ごみの減量を目的とし、燃やすギみ、燃やさないごみの2種類の有■|
‐料化を実施しましたとく有書ごみt資源物は無料)十■|‐|‐■■■||―|

″
平成18年4月燃やさないごみの3分別収集開始|■|■■■|‐■|・
■■ |ごみの減量t最終処分場合の搬入量減量t中間処理場での処理!
1量減量を目的にt従来の燃やさないごみをtプラステウクごみil■十■
|■金属、その他の燃やさないごみの3種類に分けて収集を開始しました
(プラスチックごみtその他の燃やさないごみは有料t金属は資源として!

)



ごみ減量 口資源fヒ樋策
平成18年10月 1生ごみ乾燥物姓肥化実験施設設置1■| | | |
市内小,中学校や保育国に設置されている生ごみ減量化処理機器|

で生成された乾燥物を堆肥化するため実験施設を設置しましたも||

ィ嬰 革曇宇P十1挙 讐,TT号 11「 ffぱ 守軍?啓 f:|

■動生ごみ処理機

(聴線型)|

■■市内小学校 |
1 市内中学状‐ |
十市内保育田

食品lメサイクれ堆B巴についてのフローロ

熙 0→ もヽヽ

ごみ減量 口資源化樋策



ごみ減量 。資源イヒ樋策

|||||||
爺辞?T平|,FttTや―甲Wi平1‐1,中坪?4‐4守r

変更内容(電動式の場合)

補助限度額:3万円→ 5万 円

補 助 率:509t→ 80%

技更後、申騎件数は大幅に増加

撤

ごみ減量 口資源化施策

乾燥生ごみ拠点回収量

ごみ減量 口資源化施策

補助内容

補助限度額: 100万円

存甫助 率: 50%

l     i ! | ! + 1   1  t t ■ |  |  | |  | | | ■t i ■ i 千  i  l  l :   |

平成21年さ月 ま業角生ごか減量化処理極串購天室格助制度あ南姑
‐
麻`すごみあさらなる減主あ必圭柱ふぢHまた高に続きt=楽

i烏

生ごみ減量化処理機器購入費補助制度についても導入じましたと'

ごみ減量 。資源化樋策

平成22年2月 生ごみ乾燥物の戸別回収を開始■!■ ―.  .
!各家庭から出た生ごみ乾燥物を順次t地区別に戸別回収をスタートじt
同年9月よリーt市内全域での実施となりましたる回収した生ごみ乾燥物 ‐

!キ食予リサィタル半甲とⅢⅢⅢⅢ号?皆 や～に無料T軍 Ⅲしてい=す |

離訥翻:饂

6



ごみ減量 口資源fヒ施策

キ成22年3角1査品けチ才ケル進施を使高tた野主あ振売議姑と|‐|―
li!有機性資源の循環システムの構築をめざすためt市内農家の方々に

響 革孫竿学部鋼  ど 客午|1予下干:
金色のシールが

目印だよ。

ごみ減量 口資源イヒ施策
′
|キ茂芝b卒10角|ざうかみけチヤケル曇使用によるざちぶみあ資源化推進
1事業をモニタTの 協力によリモデル実施        ‐

響隼讐ろ認;岳学予売塗透勇淳録安誓茎糾猛意襴 だP申た暫聞
1現在1言み対策課感口で希望者に配布していますと  '

啓発について

啓発について

の3つの部会のいずれかに属していた
だき、きまざまな活動にご協力いただい
ています。

・ごみの減工啓発、通正排出
・資源化、再利用の促造
。まちの実化、清掃活動
・方策の検肘
・各rBキャンヘとンのう加など

戦髄轟欝戦を:を密せ晶iti

7



啓発について

需 鎌 論 錐 謝 鋼 籍 鶏 主 虚 諦 |
ています:また1チラシ類についてはt市内全戸配布を行うていますよ|
|さらにtごみ非常事態宣言を受けt市内各所に横断幕を掲出ti市直営,

掻空局陽季ラβ岩播翻 穐路警:干::予 11子否1号?:■
‐

啓発について
市報「音み減真:ウチイうル幕集号」の発行tホ上ム人_ジの活用

‐

|「ごみ軍量|ッサ!ィクルや集号|を―午4回(7/15tipr15、12715、γl,号)

1岳景:盲:子母告雪ヨ:;:,:iti母羊:!i:貴景!:111
将手軽 与だち誰七品キ主れた革品とき生た去あiこ土

啓発について

各種出前講座:説明会の実施と′1学ヽ生へのごみ減量|リサイクル啓発 |

事業|十i■■ 1‐■ !i■ ■ | !■| ■  ■      ||ど

1埋灘 、俄朋 め骨聖樹謎 灘 豊撤
4年生官6年生を対象に募集するなど児童に対しての啓発にも取り組ん
でいますと

!||:■||!  | !‐ 1          ‐    ■

その他の施策



その他の施策
リサイクル推進協力店認定制度 |   = | ! _|  ■    :
ごみ減量及び資源化に対する意識を啓発しt市民t事業者、行政が

真結tぞ払ピ呼】予ギT予写1軍翠|千?YT千半菅=予予|イ軍中|'|
現在、ばら売り・量り売りや簡易包装の推進等を行つている、市内B店

を認定しており、今後も、店舗数を拡大していく予定ですt iil ‐

その他の施策

1葉渋軽埜昔だ響将動枠孟ピトピ?T↑千予'7イ千イf竹
!"い 施設H3ヶ所!手専用の回収容器を設置しています。  ・

「ごみゼロ争ウン小金井」をめどして


